
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問１ あなたに障害はありますか？ 

問２ 障害のある人とはどのような人のことでしょうか？ 

問３ 自立とは何ですか？ 

問４ 障害を乗り越える、克服するということはどういうことだと思いますか？ 

  

また、「障害、障がい、障碍、しょうがい」の中で、どの表記がよいかについても考えてみました。 

  そして、「障害」を「活動の制限や参加の制限」としてとらえ、「特別なものではなく誰もが持つもの」として

とらえることの大切さについて気づくことができました。 

  そして、将来、教師として学級経営をする上で留意すべき視点についても教えて頂きました。 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

香川大学教育学部からの出前講座③（３年） 

を実施しました 

９月２日、香川大学教育学部から坂井聡先生をお招き

し、「障害があるとはどういうことなのか」というテーマで、

教育創造コースの３年生にご講義をいただきました。 

最初に、生徒は、坂井先生からの以下のような問いに

ついて自問自答してみました。  

坂井先生の「環境が整えば障害は無くなる」、「環境を作

るのは自分たち」、「みんなが参加できる環境を作る」という

メッセージは、胸に響きました。 

これらは、個人の心がけとして、今日から、今から、こ

のクラスから、始められることです。 

支援の手を相互に差し伸べ、障害が障害でなくなる世の中

を作っていきたいと強く思いました。 

今日は本当にありがとうございました。 


